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論
　
文

一
　
は
じ
め
に
　
研
究
史
と
研
究
の
目
的

　

女
人
禁
制
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
に
多
く
の
研
究
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
峰
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
動
き
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
伝
統
的
な
大
峰
山
の
女
人
禁
制
の
解
禁
に
つ
い
て
の
論
議

の
過
程
で
、
女
人
禁
制
に
関
す
る
調
査
研
究
も
進
展
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
り

わ
け
、
牛
山
佳
幸
と
鈴
木
正
崇
の
業
績
に
よ
っ
て
、
女
人
禁
制
が
生
み
出
さ
れ
た
歴

史
的
背
景
は
、
お
お
む
ね
解
明
さ
れ
た
と
い
え
よ
う（
１
）。
そ
の
後
の
議
論
は
解
禁

さ
れ
な
い
大
峰
山
の
女
人
禁
制
に
対
す
る
現
代
的
告
発
へ
と
移
っ
て
い
く（
２
）。

　

一
方
、
旅
日
記
研
究
が
進
展
す
る
中
で
、
女
性
の
旅
に
関
す
る
研
究
も
活
性
化
し
、

深
井
甚
三
や
柴
桂
子
、
そ
し
て
前
田
淑
ら
の
研
究
成
果
が
得
ら
れ
た（
３
）。
た
だ
、

そ
の
両
者
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
近
世
の
女
人
禁
制
の
実
態
を
追
求
す
る
試
み
は
限

定
的
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
「
旅
日
記
に
み
る
女
人
禁
制
の
民

俗
文
化
的
研
究
」
と
題
し
て
申
請
し
た
一
九
九
二
〜
一
九
九
三
年
度
の
科
学
研
究
費

が
採
択
さ
れ
、
年
度
末
に
は
報
告
書
を
刊
行
し
た（
４
）。
そ
の
後
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
で
の
調
査
研
究
を
十
分
に
深
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
と

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
の
女
性
の
旅
日
記
を
通
し
て
、
当
時
の
女

人
禁
制
の
実
態
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
事
例
と
し
て
は
、
出
雲
国
母
里
に
居
住
し
て
い
た
西
村
美
須
女
が
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
に
西
国
巡
礼
を
終
え
た
後
に
、
信
州
善
光
寺
を
経
て
、
江
戸
へ
と
向

か
っ
た
旅
日
記
で
あ
る
「
多
比
能
実
知
久
佐
」
を
中
心
に
考
察
す
る（
５
）。
こ
の
旅

日
記
は
、
簡
略
な
記
述
の
多
い
一
般
的
な
旅
日
記
と
は
異
な
り
、
紀
行
文
と
も
い
え

る
ほ
ど
に
詳
細
な
旅
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
人
禁
制
の
実
態
を
知
る

に
は
最
適
の
史
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
単
独
の
史
料
の
み
で
は
記
述
の
偏
り
や
誤
記
の
可
能
性
も
あ
る

た
め
に
、
比
較
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
以
下
の
四
点
の
旅
日

記
か
ら
も
、
女
人
禁
制
に
関
わ
る
記
述
を
拾
い
出
し
て
み
た（
６
）。
さ
ら
に
、
か
つ

て
報
告
書
に
記
載
し
た
事
例
も
再
録
し
た（
７
）。

　

な
お
、
山
本
光
正
は
旅
日
記
だ
け
で
な
く
、
納
経
帳
や
絵
馬
を
分
析
の
材
料
に
付

加
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る（
８
）。
近
年
の
谷
釡
尋
徳
の
研
究
で
は
、
運
動
面

か
ら
旅
人
を
検
討
し
、
女
性
の
旅
は
男
性
に
比
べ
て
、
一
日
の
歩
行
距
離
が
短
く
、

一
日
あ
た
り
六
〇
キ
ロ
を
超
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
９
）。
た
だ
、
上
流
階

級
の
女
性
の
旅
で
は
、
悪
路
に
お
い
て
馬
や
駕
籠
を
利
用
し
て
い
る
事
例
が
し
ば
し

ば
み
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
　
女
人
禁
制
の
具
体
的
事
例

（
一
）
高
野
山

女
性
の
旅
日
記
に
み
る
女
人
禁
制

　
　
　
　―

「
多
比
能
実
知
久
佐
」
を
中
心
と
し
て―

岩　

鼻　

通　

明
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真
言
宗
の
総
本
山
で
あ
る
和
歌
山
県
の
高
野
山
は
開
基
以
来
、
女
人
禁
制
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
に
と
も
な
い
、
こ
の
女
人
禁
制
は
解
除
さ
れ

た
が（
10
）、
江
戸
時
代
は
以
下
の
旅
日
記
の
記
録
の
よ
う
に
、
女
性
の
参
詣
者
は
入

口
の
女
人
堂
ま
で
し
か
進
め
ず
、
八
葉
蓮
華
と
称
さ
れ
た
周
囲
の
山
を
巡
回
し
て
境

内
を
見
下
ろ
す
か
た
ち
で
の
参
詣
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
　

六
月
三
〇
日　

高
野
山
は
（
中
略
）
女
人
堂
は
手
前
に
あ
り
て
、
別
に
案
内
を

　
　

以
て
う
ら
方
を
め
ぐ
り
、
本
堂
の
う
ら
に
て
拝
す
る
と
ぞ
。（「
西
遊
草
」）

　
　

三
月
二
十
五
日
（
高
野
山
）
漸
く
女
人
堂
に
至
り
見
れ
ば
浅
ま
し
げ
な
る
辻
堂

　
　

に
て
寒
き
事
冬
の
ご
と
し
（
中
略
）
御
寺
よ
り
も
段
々
饗
応
あ
り
伴
僧
、
度
々

　
　

来
り
て
馴
々
し
く
挨
拶
等
迷
惑
し
た
り
夜
の
も
の
さ
え
お
ろ
そ
か
な
ら
ね
ば
暖

　
　

か
に
伏
し
ぬ
。

　
　

三
月
二
十
六
日　

暇
乞
し
て
大
門
よ
り
後
へ
出
れ
ば
山
の
絶
頂
を
横
切
る
時
、

　
　

目
の
下
に
数
多
の
御
寺
を
見
て
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

　
　

十
月
十
六
日
（
高
野
山
）
一
、
百
拾
四
文　

女
人
堂
ゟ
案
内　

山
上
ま
で

　
　

高
野
山
参
詣
見
聞
大
略

　
　

大
門
南
北
二
十
二
間
西
向
也
、
是
ヨ
リ
女
人
堂
へ
十
八
丁
、
中
門
へ
二
丁
、
奥

　
　

の
院
へ
五
十
丁
、
中
門
ゟ
入
檀
上
参
り
処
堂
塔
数
多
あ
り
、
寺
院
斗
り
ニ
テ
町

　
　

家
な
し
、

　
　

一
、
刈
萱
同
心
の
旧
跡
、
熊
谷
あ
つ
も
り
の
塔
、
曾
我
兄
弟
の
塔
、
法
然
上
人

　
　

自
跡
の
塔
、
諸
大
名
様
方
御
石
塔
、
明
智
光
秀
の
墓
、
蛇
柳
、
姿
見
の
井
戸
、

　
　

長
者
の
万
燈
、
貧
の
一
燈
、
右
供
の
者
へ
拝
見
せ
し
む
、
女
人
堂
、
旧
家
の
地

　
　

蔵
尊
、
上
々
遥
拝
仕
候
、
右
大
略
書
印
シ
置
、
（「
参
宮
道
中
所
用
記
」）

　

最
後
の
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
は
女
人
堂
で
待
機
し
て
、
供
の
男
性
が

山
内
を
見
物
し
て
、
そ
の
仔
細
を
報
告
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
つ
て
、
あ
る
学

会
の
集
ま
り
で
、
故
日
野
西
眞
定
先
生
と
圭
室
文
雄
先
生
が
高
野
山
の
女
人
禁
制
に

つ
い
て
議
論
を
さ
れ
、
圭
室
先
生
は
旅
日
記
に
出
て
く
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
記
録
の
よ
う
に
伝
聞
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
二
）
多
武
峰

　

奈
良
県
桜
井
市
に
位
置
す
る
多
武
峰
は
明
治
の
神
仏
分
離
後
に
談
山
神
社
と
な
っ

た
が
、
江
戸
時
代
は
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
以
下
の
記
述
よ
り
知
ら
れ
る
。

　
　

六
月
三
十
日　

多
武
峰
は
（
中
略
）
大
和
に
て
日
光
と
も
い
ふ
べ
き
立
派
な
る

　
　

宮
な
り
。
さ
れ
ど
も
女
人
禁
制
な
り
。（「
西
遊
草
」）

　
　

閏
三
月
十
三
日
（
多
武
峰
）
女
人
禁
制
の
故
に
右
手
の
山
八
町
登
れ
ば
女
人
堂

　
　

あ
り　

こ
れ
よ
り
拝
し
奉
る
に
、
目
の
下
な
り
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

　

た
だ
し
、「
西
遊
草
」
の
六
月
三
十
日
の
記
載
は
大
和
国
の
名
所
旧
跡
が
列
挙
さ

れ
て
お
り
、
実
際
の
行
動
記
録
で
は
な
く
、
伝
聞
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
桜
井
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
今
も
談
山
神
社
東
大
門
の
脇
に
「
女

人
堂
道
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
奈
良
の
宿
大
正
楼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
西

大
門
跡
に
「
女
人
禁
制
」
の
石
柱
が
残
る
と
い
う
。

（
三
）
富
士
山

　

日
本
の
霊
山
の
多
く
は
明
治
初
期
ま
で
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
富
士
山
の

場
合
は
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
例
外
的
に
六
十
年
に
一
度
の
庚
申
の
ご
縁
年
の

み
は
女
性
も
八
合
目
ま
で
登
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た（
11
）。
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七
月
二
十
二
日　

富
士
山
（
中
略
）
勿
論
六
月
朔
よ
り
当
月
廿
六
日
ま
で
の
山

　
　

び
ら
き
に
て
、
其
外
は
登
山
致
と
も
、
山
の
う
ち
に
小
屋
も
あ
ら
ず
。（
「
西

　
　

遊
草
」）

　
　

六
月
六
日　

吉
田
と
云
う
処
、
富
士
の
木
戸
口
に
て
こ
れ
よ
り
す
ぐ
に
登
山
す

　
　

此
処
に
て
御
師
の
家
に
宿
り
を
求
め
ま
づ
浅
間
の
神
社
へ
詣
ず
る
に
大
鳥
居
あ

　
　

り
て
（
中
略
）
時
に
今
年
は
富
士
山
開
闢
庚
申
の
年
忌
に
当
り
開
帳
有
る
に

　
　

依
っ
て
、
女
も
八
分
ま
で
は
登
山
な
る
よ
し　

道
に
は
た
だ
一
合
よ
り
上
に
は

　
　

上
る
事
か
な
わ
ず
開
闢
の
庚
申
当
年
迄
に
至
っ
て
凡
そ
三
十
七
度
廻
り
来
れ

　
　

り
、
又
逢
う
べ
き
事
な
ら
ね
ば
い
ざ
や
登
山
す
べ
し
と
て

　
　

翌
七
日
登
山
す
と
て
御
師
の
家
よ
り
種
々
の
た
べ
も
の
気
を
つ
け
く
れ
た
り

　
　

強
力
二
人
頼
み
て
（
中
略
）
六
合
に
宿
す
、
こ
の
仮
家
と
云
う
は
角
材
木
を
積

　
　

み
上
げ
屋
根
は
厚
板
を
敷
き
其
の
上
に
大
石
を
な
ら
べ
置
け
れ
ば
風
に
吹
取
る

　
　

る
故
な
り

　
　

翌
朝
早
く
起
出
で
ゝ
よ
う
や
く
八
合
に
至
る
に
横
雲
た
な
び
き
て
何
も
見
え
わ

　
　

か
ず　

是
よ
り
先
達
を
頼
み
て
男
は
皆
絶
頂
に
上
る
我
等
た
だ
二
人
是
を
待
ち

　
　

て
少
し
は
見
る
方
も
が
な
と
思
え
ど
も
た
だ
烈
し
け
れ
ば
岩
屋
よ
り
少
し
も
出

　
　

で
ず

　
　

翌
十
日
吉
田
を
出
て
行
く
に
（
中
略
）
少
し
行
け
ば
箱
根
の
裏
番
所
と
て
山
中

　
　

の
関
と
云
う
あ
り
常
の
時
は
女
は
む
づ
か
し
け
れ
ど
今
年
は
不
二
山
開
帳
故
少

　
　

し
は
ゆ
る
や
か
な
り　

御
師
の
手
形
を
出
せ
ば
さ
わ
り
な
く
通
す
（「
多
比
能

　
　

実
知
久
佐
」）

　

両
者
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
富
士
山
の
山
小
屋
は
仮
設
で
あ
り
、
開
山
期
が
終
わ

る
と
解
体
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
の
旅
は
日
光
か
ら
富
士
山

を
経
て
、
郷
里
の
山
陰
へ
帰
る
行
程
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
箱
根
の
関
所
で
は
、

い
わ
ゆ
る
出
女
に
該
当
す
る
た
め
、
厳
し
い
通
行
改
め
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
甲
州
経
由
の
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
記
載
の
よ
う
に
、
庚
申
の

年
ゆ
え
富
士
吉
田
の
宿
坊
で
得
た
御
師
の
通
行
手
形
に
よ
っ
て
、
無
事
に
関
所
を
通

過
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
四
）
日
光

　

栃
木
県
の
日
光
は
徳
川
将
軍
家
を
祀
る
聖
地
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
男
体
山
の
山

岳
信
仰
と
し
て
開
か
れ
た
霊
山
で
も
あ
っ
た
。
以
下
の
記
述
か
ら
、
双
方
に
女
人
禁

制
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

四
月
四
日　

（
日
光
東
照
宮
）
金
壱
歩
ニ
て
十
人
迄
ハ
内
を
見
ら
れ
候
先
立
有

　
　

女
子
ハ
の
そ
く
は
か
り
（「
道
中
日
記
」）

　
　

八
月
二
十
七
日　

（
前
略
）
馬
返
し
村
に
い
た
る
。
男
体
山
中
禅
寺
の
入
口
に

　
　

て
、
此
所
よ
り
さ
き
壱
里
拾
余
丁
の
間
、
女
人
及
び
馬
の
な
ら
ぬ
所
也
。
さ
れ

　
　

ど
も
女
人
は
是
よ
り
さ
き
拾
丁
ば
か
り
の
所
に
地
蔵
あ
り
。
是
迄
い
た
る
事
叶

　
　

わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
（「
西
遊
草
」）

　

前
者
に
よ
れ
ば
、
女
性
は
東
照
宮
の
拝
殿
の
外
側
に
し
か
行
け
な
か
っ
た
。
後
者

で
は
地
蔵
の
置
か
れ
た
場
所
が
女
人
結
界
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
五
）
秋
葉
山

　

栃
木
県
の
古
峰
ヶ
原
、
京
都
市
の
愛
宕
山
と
並
ぶ
日
本
三
大
火
防
の
神
と
し
て
有

名
な
静
岡
県
浜
松
市
の
秋
葉
山
の
奥
の
院
も
、
以
下
の
事
例
か
ら
女
人
禁
制
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

秋
葉
山
の
奥
の
院
は
秋
葉
神
社
か
ら
十
キ
ロ
余
り
も
山
道
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

女
性
に
と
っ
て
は
厳
し
い
道
の
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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五
月
四
日
（
秋
葉
山
）
女
ハ
く
わ
ん
を
ん
様
は
か
り
お
く
の
い
ん
に
は
参
ら
れ

　
　

す
（「
道
中
日
記
」）

（
六
）
三
井
寺

　

天
台
宗
寺
門
派
の
本
山
で
あ
る
滋
賀
県
大
津
市
の
三
井
寺
に
も
女
人
禁
制
の
場
所

が
存
在
し
た
。

　
　

六
月
十
一
日　

三
井
寺
門
前
に
い
で
、（
中
略
）
奥
の
院
と
い
ふ
は
（
中
略
）

　
　

女
人
禁
制
に
て
、
是
遊
は
い
た
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
七
月
十
六
日
と
か
一
度
女
人

　
　

参
詣
相
成
と
ぞ
。
（「
西
遊
草
」）

　
　

四
月
朔
日
三
井
寺
に
参
詣
す
（
中
略
）
女
は
罪
深
き
も
の
に
て
奥
院
な
る
龍
宮

　
　

よ
り
上
り
し
鐘
も
拝
す
る
事
も
か
な
わ
ず
僕
共
は
何
れ
も
山
上
へ
登
ら
せ
、
下

　
　

女
と
二
人
石
段
を
下
り
な
が
ら
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
奥
の
院
は
女
人
禁
制
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
七
月
十
六
日

の
み
は
女
性
の
参
詣
が
許
さ
れ
た
と
い
う
。
先
述
の
富
士
山
の
事
例
と
類
似
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
現
代
で
も
、
四
国
の
石
槌
山
が
七
月
一
日
の
山
開
き
の
日
は
男
山
と

称
さ
れ
、
こ
の
日
の
み
中
腹
の
成
就
社
よ
り
上
は
女
人
禁
制
と
さ
れ
る
。
い
わ
ば
、

三
井
寺
と
は
逆
の
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
七
）
比
叡
山

　

旅
日
記
に
み
る
比
叡
山
参
詣
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
論
で
取
り
上
げ
た（
12
）。

　
　

六
月
十
二
日　

（
坂
本
）
山
王
社
に
い
た
り
ぬ
。（
中
略
）
七
丁
ば
か
り
う
へ

　
　

に
二
社
あ
り
。
景
色
よ
ろ
し
く
女
人
は
此
処
迄
い
た
る
と
ぞ
。
比
叡
山
は
女
人

　
　

禁
制
な
り
。

　
　

六
月
十
二
日　

ま
た
少
し
手
前
に
芝
薬
師
（
脚
注
に
よ
れ
ば
真
如
堂
門
前
の

　
　

北
）
あ
り
。
女
人
の
中
堂
と
い
ひ
て
古
し
へ
よ
り
名
高
き
本
尊
に
て
、
叡
山
に

　
　

あ
り
し
に
、
終
に
此
所
に
帰
し
、
女
人
の
叡
山
に
い
た
ら
ざ
る
為
に
、
此
所
に

　
　

て
拝
さ
す
る
た
め
と
ぞ
。
（「
西
遊
草
」）

　

天
台
宗
山
門
派
の
本
山
で
あ
る
比
叡
山
は
京
都
府
と
滋
賀
県
の
境
界
に
位
置
し
、

双
方
に
登
り
口
が
存
在
す
る
。
そ
れ
で
、
滋
賀
県
側
は
里
坊
の
あ
る
坂
本
の
山
王
社

が
女
人
結
界
地
点
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
京
都
側
で
は
東
山
の
芝
薬
師
が
女
人
堂
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

（
八
）
戸
隠
山

　

長
野
市
の
戸
隠
山
は
長
野
の
善
光
寺
の
背
後
に
そ
び
え
る
霊
山
で
あ
り
、
古
来
、

善
光
寺
信
仰
と
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
以
下
の
三
例
に
戸
隠
山
の
女
人
禁

制
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。

　
　

此
所
（
戸
隠
中
院
）
よ
り
奥
の
院
は
女
人
禁
制
な
り
け
れ
ば
、
行
く
こ
と
叶
わ

　
　

ず
、
十
五
丁
ま
で
行
ば
比
丘
尼
石
と
い
ふ
所
に
女
人
堂
あ
り
、
夫
ま
で
行
に
も

　
　

雪
渡
り
な
り
。（「
上
京
日
記
」）

　
　

奥
ノ
院
江
三
拾
丁　

中
院
ノ
右
江
戸
行　

八
丁
目
ニ
越
後
道
有　

是
よ
り
左
り

　
　

へ
行　

廿
二
丁
目
ニ
鳥
井
川
鳥
居
有　

是
よ
り
権
現
之
御
立
山　

枯
枝
下
草
迄

　
　

伐
取
事
堅
禁
制　

女
人
結
界
（「
参
宮
道
草
喰
」
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
渡

　
　

部
吉
松　

陸
奥
国
和
賀
郡
立
花
）

　
　

一　

柏
原　

此
の
処
よ
り
戸
隠
山
ま
で
山
路
五
里
。
（
中
略
）
此
の
処
よ
り
女

　
　

結
界
な
る
戸
隠
の
奥
院
に
参
り
け
れ
ば
、
い
よ
も
尊
ふ
と
き
岩
山
の
洞
の
中
に
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戸
隠
の
御
宮
并
九
頭
龍
権
現
の
御
宮
あ
り
。（「
旅
途
記
」
嘉
永
五
年
（
一
八

　
　

五
二
）
円
覚
寺
住
尊
海　

陸
奥
国
津
軽
深
浦
村
）

　

戸
隠
三
院
（
奥
院
・
中
院
・
宝
光
院
）
の
う
ち
、
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
の
は
奥
院

の
み
で
、
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
以
前
は
奥
院
に
院
坊
が
存
在
し
た
が
、
中
社
と
宝

光
社
の
里
坊
へ
下
山
し
た
。

　

中
院
の
す
ぐ
先
に
女
人
堂
が
置
か
れ
、
す
ぐ
近
く
に
は
比
丘
尼
石
が
今
も
存
在
す

る
。
女
人
結
界
を
犯
し
た
女
性
が
石
に
な
っ
た
と
す
る
伝
承
で
あ
り
、
各
地
の
霊
山

に
同
様
の
伝
承
が
散
見
す
る
。

　

さ
ら
に
、
奥
社
の
手
前
の
越
水
原
に
は
女
人
結
界
を
示
し
た
道
標
の
石
碑
が
現
存

し
、
中
院
か
ら
柏
原
宿
方
面
へ
至
る
越
後
道
（
戸
隠
裏
参
道
）
に
は
、
奥
院
を
迂
回

す
る
女
人
道
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

（
九
）
書
写
山
円
教
寺

　

兵
庫
県
姫
路
市
の
書
写
山
円
教
寺
は
、
西
国
二
十
七
番
札
所
と
し
て
著
名
で
あ
る

が
、
こ
の
寺
院
も
ま
た
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
以
下
の
記
述
か
ら
知
ら
れ

る
。

　
　

三
月
八
日
（
書
写
山
円
教
寺
）
東
坂
本
女
人
堂
に
至
り
笈
摺
を
僕
に
持
た
せ
て

　
　

登
ら
せ
け
れ
ば
札
を
納
め
ん
様
も
な
く
良
仮
屋
に
休
み
け
る
内
つ
く
づ
く
思
い

　
　

け
る
は　

さ
て
し
も
女
人
ほ
ど
は
か
な
き
も
の
は
あ
ら
じ
（
中
略
）
い
ざ
や
此

　
　

の
間
に
女
の
行
く
べ
き
処
を
拝
ま
む
と
奥
の
院
へ
参
詣
す
る
に
、
女
人
堂
よ
り

　
　

五
町
計
り
上
り
て
大
な
る
御
堂
あ
り
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

　

こ
こ
で
も
、
供
の
男
性
が
女
人
結
界
を
越
え
て
参
詣
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
最

後
の
一
文
は
供
の
男
性
か
ら
伝
聞
し
た
記
録
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
〇
）
岩
間
寺

　

滋
賀
県
大
津
市
の
岩
間
山
正
法
寺
は
西
国
十
二
番
札
所
で
あ
り
、
三
井
寺
や
石
山

寺
と
は
近
い
距
離
に
位
置
す
る
。
か
つ
て
は
女
人
禁
制
で
登
り
口
の
順
逆
二
ヶ
所
に

女
人
堂
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
　

四
月
朔
日
（
岩
間
寺
）
大
悲
の
御
前
よ
り
男
女
両
方
に
別
る
ゝ
道
あ
り
（
中

　
　

略
）
女
人
堂
よ
り
山
上
へ
道
な
し
と
拒
む
、
我
た
だ
思
う
に
は
い
か
で
道
の

　
　

な
き
事
や
は
あ
る
べ
き　

女
禁
制
の
場
所
は
同
じ
事
山
上
の
通
路
極
め
て
あ

　
　

る
べ
し
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

　

こ
の
文
章
は
、
い
さ
さ
か
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
ど
う
も
お
供
の
男
性

と
も
め
た
よ
う
で
、
男
性
は
参
詣
後
に
逆
方
向
に
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
女

性
は
迂
回
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
一
一
）
醍
醐
寺

　

京
都
市
の
山
科
盆
地
南
縁
に
あ
る
醍
醐
寺
は
太
閤
花
見
で
著
名
で
あ
り
、
醍
醐
三

宝
院
は
当
山
派
修
験
の
本
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
修
行
の
場
と
し
て
も
、
女
人

禁
制
の
場
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

四
月
二
日　

よ
う
や
く
醍
醐
寺
へ
い
づ
る
女
人
堂
な
れ
ば
小
さ
く
傍
ら
に
小
庵

　
　

あ
り　

先
大
悲
の
宝
前
に
近
づ
き
札
を
納
め
拝
し
終
え
て
男
子
は
皆
山
上
へ
登

　
　

ら
し
め
下
女
と
二
人
此
の
庵
に
待
居
て
（
中
略
）
僕
に
山
上
の
様
子
を
聞
く
に

　
　

上
り
二
十
町
御
堂
九
間
四
面
南
向
本
尊
千
手
観
世
音
菩
薩
深
雪
山
上
醍
醐
寺
四

　
　

千
石
の
寺
領
な
り
と
物
語
る
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

　

こ
の
事
例
で
も
、
女
人
禁
制
の
御
堂
に
関
す
る
情
報
を
、
参
詣
し
た
供
の
男
性
か

ら
聞
き
及
ん
で
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
吉
田
初
三
郎
の
『
醍
醐



－ ６ －

山
名
所
図
絵
』
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
頃
に
は
、
上
醍
醐
へ
至
る
山
道
の
登
り
口

に
女
人
堂
が
描
か
れ
て
い
る
。

三
　
女
人
高
野
な
ど
の
具
体
的
事
例

　

こ
れ
ら
の
旅
日
記
に
は
、
女
人
禁
制
に
関
す
る
記
録
だ
け
で
な
く
、
女
人
高
野
の

よ
う
な
、
女
性
の
み
に
開
か
れ
た
聖
地
や
、
と
り
わ
け
女
性
に
ご
利
益
の
あ
る
神
仏

に
つ
い
て
の
記
録
も
散
見
す
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
事
例
も
列
挙
し
な
が
ら
、
女
性
の
旅
に
み
ら
れ
る
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
一
）
摩
耶
山

　

兵
庫
県
神
戸
市
の
六
甲
山
地
の
中
央
部
に
位
置
す
る
摩
耶
山
の
山
名
は
以
下
の
記

述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
釈
迦
の
母
で
あ
っ
た
摩
耶
夫
人
像
を
空
海
が
山
頂
付
近
に

か
つ
て
存
在
し
た
天
上
寺
に
安
置
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
女
性
に
と

っ
て
は
御
利
益
の
あ
る
霊
山
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

五
月
二
十
八
日　

摩
耶
山
は
釈
迦
の
母
摩
耶
婦
人
の
古
跡
な
り
。
（
中
略
）
な

　
　

か
に
も
女
人
は
尤
も
参
詣
す
る
也
。（「
西
遊
草
」）

（
二
）
東
慶
寺

　

鎌
倉
に
あ
る
東
慶
寺
は
『
西
遊
草
』
の
脚
注
に
よ
れ
ば
、
俗
称
縁
切
寺
と
呼
ば
れ

た
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
寺
に
逃
げ
込
め
ば
、
女
性
は
男
性
と
縁
を
切
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
著
名
な
寺
院
で
あ
る
。
母
親
を
連
れ
た
清
河
八
郎
が
、
そ
の
門
前
を
通
っ

た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
　

七
月
二
十
五
日　

そ
れ
よ
り
尼
寺
の
門
前
を
と
ふ
る
。
女
人
の
外
入
る
事
叶
わ

　
　

ず
。
此
寺
に
駆
込
み
し
も
の
は
、
い
か
な
る
も
の
に
て
も
決
し
て
手
を
い
る
る

　
　

事
叶
わ
ぬ
事
也
。

（
三
）
道
明
寺

　

大
阪
府
藤
井
寺
市
に
あ
る
道
明
寺
は
真
言
宗
の
尼
寺
で
あ
る
。
七
世
紀
半
ば
に
土

師
氏
の
氏
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
、
土
師
氏
の
末
裔
で
あ
る
菅
原
道
真
が
太

宰
府
に
配
流
さ
れ
た
折
に
伯
母
の
尼
を
訪
ね
た
と
い
う
。
夜
間
は
男
子
禁
制
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
以
下
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
　

三
月
二
十
二
日
（
河
内
国
藤
井
寺
）
先
ず
一
番
に
道
明
寺
へ
至
る
此
の
所
は
尼

　
　

寺
に
て
七
つ
下
れ
ば
男
子
は
入
る
事
か
な
わ
ず　

男
猫
に
て
も
入
れ
ず
と
か
や

　
　
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

（
四
）
慈
尊
院

　

高
野
山
の
麓
、
九
度
山
に
あ
る
慈
尊
院
は
、
空
海
が
高
野
山
開
創
に
際
し
て
開
い

た
寺
院
で
あ
り
、
空
海
の
母
が
一
時
、
暮
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
女

人
高
野
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
下
記
の
記
述
も
、
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　

三
月
二
十
五
日　

駕
を
頼
み
て
荷
物
は
皆
頼
に
お
き
て
先
ず
川
を
越
し
二
尊
院

　
　

へ
至
る　

此
の
所
は
大
師
の
御
母
君
の
御
廟
所
に
て
女
の
高
野
と
云
う
（「
多

　
　

比
能
実
知
久
佐
」）

　

こ
の
旅
日
記
に
は
二
尊
院
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
程
か
ら
み
れ
ば
、
宇
治
の
二

尊
院
で
は
な
く
、
高
野
山
麓
の
慈
尊
院
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
五
）
内
山
永
久
寺

　

内
山
永
久
寺
は
奈
良
県
天
理
市
に
存
在
し
た
真
言
宗
の
大
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
明
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治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
以
下
の
記
述
に
「
女
の
高
野
」
と
呼
ば

れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
な
に
ゆ
え
女
人
高
野
と
称
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。

　
　

閏
三
月
十
八
日　

此
の
次
に
内
山
永
久
寺
と
云
う
て
女
の
高
野
と
唱
う
御
朱
印

　
　

千
石
に
て
寺
院
も
三
十
余
り
も
あ
り
ぬ
べ
し
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

（
六
）
香
良
洲
神
社

　

三
重
県
津
市
に
あ
る
香
良
洲
神
社
は
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
の
祭
神
で
あ
る
天
照
大

神
の
妹
、
稚
日
女
命
を
祭
神
と
す
る
。
お
伊
勢
参
り
を
し
て
加
良
須
に
詣
ら
ぬ
は
片

参
宮
と
さ
れ
、
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。
稚
日
女
命
は
女
性
の
守
護
神
と
さ
れ
る
こ
と

が
以
下
の
記
述
に
反
映
し
て
い
る
。

　
　

閏
三
月
二
十
四
日　

加
良
須
大
神
宮
へ
参
詣
す
、
こ
は
伊
勢
の
五
社
の
内
と
か

　
　

や
（
中
略
）
さ
し
た
る
大
社
に
て
は
あ
ら
ね
ど
も　

女
の
祈
れ
ば
格
別
霊
験
あ

　
　

り
と
か
や
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

（
七
）
観
音
寺

　

三
重
県
鈴
鹿
市
に
あ
る
真
言
宗
の
観
音
寺
は
、
白
子
の
子
安
観
音
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
以
下
の
記
述
か
ら
も
、
安
産
の
守
り
本
尊
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

閏
三
月
二
十
五
日　

白
子
に
至
り
観
世
音
を
拝
す　

こ
こ
は
取
分
け
名
高
き
霊

　
　

所
な
れ
ば
（
中
略
）
と
り
わ
け
懐
妊
の
婦
人
を
守
り
給
う
と
か
や
（「
多
比
能

　
　

実
知
久
佐
」）

（
八
）
毛
な
し
の
天
神

　

京
都
市
の
銀
閣
寺
の
近
辺
に
、
毛
な
し
の
天
神
と
呼
ば
れ
た
安
産
信
仰
の
神
社
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
男
女
の
別
を
占
う

御
守
が
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
銀
閣
寺
の
近
く
で
は
な
い
が
、
わ
ら
天
神
と
し

て
安
産
の
神
と
さ
れ
る
敷
地
神
社
が
北
区
衣
笠
天
神
森
に
あ
り
、
今
も
同
様
の
御
守

を
授
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
ら
天
神
に
つ
い
て
の
記
述
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
か
。

　
　

四
月
六
日
（
銀
閣
寺
）
此
の
所
よ
り
向
う
に
茂
り
た
る
森
あ
り
是
を
毛
な
し
の

　
　

天
神
と
云
う
安
産
を
守
り
給
う
是
へ
参
詣
し
祈
念
し
仰
ぎ
見
れ
ば
大
な
る
杉
の

　
　

古
木
あ
り
（
中
略
）
神
宮
寺
よ
り
御
守
出
る
、
こ
れ
を
腹
帯
に
入
れ
置
き
産
近

　
　

く
な
っ
て
開
き
見
れ
ば
一
寸
ば
か
り
な
る
藁
な
り　

節
の
有
の
を
男
子
節
の
な

　
　

き
を
女
子
と
す
、
安
産
の
後
代
参
に
て
も
百
二
十
銅
の
御
初
穂
上
げ
て
開
願
す

　
　

る
事
な
り
（「
多
比
能
実
知
久
佐
」）

（
九
）
木
曽
福
島
の
実
盛
塚

　

実
盛
塚
は
木
曽
義
仲
に
関
わ
る
伝
承
で
あ
り
、
石
川
県
加
賀
市
篠
原
古
戦
場
に
あ

る
と
さ
れ
る
。
篠
原
と
い
う
地
名
は
共
通
す
る
の
で
、
木
曽
義
仲
の
出
身
地
で
あ
る

長
野
県
木
曽
谷
に
も
実
盛
塚
の
伝
承
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
む
し
ろ
「
女
は
ゆ
か
れ
ず
」
と
い
う
表
現
は
、
木
曽
福
島
の
関
所
を
女
性

が
忌
避
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
思
わ
れ
る
。
前
述
の
既
往
の
研
究
で
は
、
箱

根
・
新
居
の
関
所
と
並
ん
で
、
木
曽
福
島
の
関
所
は
女
性
の
通
行
に
厳
し
か
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
木
曽
福
島
を
迂
回
し
て
中
央
ア
ル
プ
ス
の
峠
を
越
え
て
伊

那
に
抜
け
る
街
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
以
下
の
よ

う
な
伝
承
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

五
月
二
日　

ま
ご
め
よ
り
せ
ば
ま
で
を
木
曽
路
と
い
う　

福
島
よ
り
一
里
ば
か

　
　

り
脇
に
篠
原
有
り
今
に
荒
地
な
り
風
雨
の
夜
は
実
盛
の
霊
魂
出
る
と
て
里
人
も
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恐
れ
て
通
ら
ざ
る
よ
し　

実
盛
の
塚
は
原
の
中
程
に
あ
り
と
て
女
は
ゆ
か
れ
ず

　
　

と
い
へ
り

（
一
〇
）
善
光
寺
と
永
平
寺
の
血
盆
経

　

血
盆
経
は
、
女
性
の
血
の
汚
れ
を
は
ら
う
経
典
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
各
地
の
寺
院

で
発
行
さ
れ
て
い
た
。
越
中
立
山
の
地
獄
谷
に
血
盆
経
を
奉
納
す
る
儀
礼
が
み
ら

れ
、
同
様
の
儀
礼
が
羽
黒
山
五
重
塔
そ
ば
に
あ
っ
た
血
の
池
で
も
み
ら
れ
た
こ
と
は

既
に
指
摘
し
た（
13
）。
以
下
の
記
録
か
ら
、
信
濃
善
光
寺
お
よ
び
曹
洞
宗
の
本
山
で

あ
る
永
平
寺
に
お
い
て
も
、
血
盆
経
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

閏
八
月
十
五
日
（
善
光
寺
）
一
、
九
拾
文　

血
脈　

血
分
経　

さ
ん
銭　

九
月

　
　

六
日
（
永
平
寺
）
一
、
金
壱
朱　

血
脈
・
血
分
経　

絵
図
「
参
宮
道
中
所
用

　
　

記
」

四
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
近
世
の
女
人
禁
制
に
関
わ
る
記
録
を
、
女
性
の
旅
日
記
か
ら
取
り
出
し
て

比
較
検
討
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
が
論
議
さ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
女

人
禁
制
の
問
題
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
対
象
外
で
は

あ
る
が
、
日
本
が
女
性
の
権
利
に
つ
い
て
は
後
進
国
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　

た
だ
、
既
に
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
女
人
禁
制
は
信
仰
登
山
の
安
全
面
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
、
改
め
て
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い（
14
）。
近
世
の
信

仰
登
山
に
お
い
て
は
、
三
つ
の
原
則
が
存
在
し
て
い
た
。

　

ま
ず
、
ひ
と
つ
め
が
女
人
禁
制
で
あ
り
、
ふ
た
つ
め
は
開
山
期
の
存
在
、
み
っ
つ

め
が
山
先
達
の
存
在
で
あ
っ
た
。
開
山
期
と
は
、
お
山
開
き
か
ら
お
山
閉
ま
い
ま
で

の
時
期
を
指
し
、
夏
の
間
の
数
ヶ
月
し
か
登
山
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
山
先
達
と
は

山
案
内
人
を
指
し
、
集
団
で
案
内
人
の
先
導
の
も
と
に
登
山
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
男
性
の
場
合
も
、
登
山
を
許
さ
れ
る
の
は
元
服
を
過
ぎ
た
成
人
男
性
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
、
安
全
に
登
山
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
女
人
禁
制
の
背
景
に
は
体
力
的
な
問
題
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

信
仰
登
山
の
目
的
に
は
先
祖
供
養
が
あ
り
、
自
ら
の
極
楽
往
生
を
願
う
こ
と
も

ま
た
、
目
的
と
な
っ
た
の
で
、
山
で
遭
難
死
す
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
布
教
者
の

側
に
と
っ
て
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
信
仰
登
山
の
タ
ブ
ー
を
打
破
し
た
の
が
、
明
治
中
期
以
降
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
映
画
化
も

さ
れ
た
新
田
次
郎
の
傑
作
小
説
『
剱
岳
・
点
の
記
』
に
は
信
仰
登
山
か
ら
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
へ
と
変
化
す
る
時
期
の
立
山
連
峰
の
姿
が
活
写
さ
れ
て
い
る（
15
）。

　

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
進
に
ゆ
だ
ね
る
こ

と
と
し
て
、
以
上
で
筆
を
置
き
た
い（
16
）。

注⑴
牛
山
佳
幸
「『
女
人
禁
制
』
再
論
」（『
山
岳
修
験
』
一
七
号
、
一
九
九
六
年
）。

　

鈴
木
正
崇
『
女
人
禁
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。
鈴
木
正
崇「
女
人
禁
制

　

と
現
代
」（『
女
の
領
域
・
男
の
領
域　

い
く
つ
も
の
日
本
Ⅵ
』
岩
波
書
店
、
二

　

〇
〇
三
年
）。

⑵「
大
峰
山
女
人
禁
制
」
の
開
放
を
求
め
る
会
編
『
現
代
の
「
女
人
禁
制
」
性
差
別

　

の
根
源
を
探
る
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
源
淳
子
編
『
い
つ
ま
で
続
く

　
「
女
人
禁
制
」―

排
除
と
差
別
の
日
本
社
会
を
た
ど
る
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
二

　

〇
年
。

⑶
深
井
甚
三
『
近
世
女
性
旅
と
街
道
交
通
』
桂
書
房
、
一
九
九
五
年
。
柴
桂
子『
近
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世
お
ん
な
旅
日
記
』
一
九
九
七
年
。
前
田
淑
『
江
戸
時
代
女
流
文
芸
史―

地
方
を

　

中
心
に―

【
旅
日
記
編
】』
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
。
金
森
敦
子
『
関
所
抜
け

　

江
戸
の
女
た
ち
の
冒
険
』
晶
文
社
、
二
〇
〇
一
年
。
山
本
志
乃
「
女
の
伊
勢
参

　

り
」（
旅
の
文
化
研
究
所
編
『
絵
図
に
見
る
伊
勢
参
り
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇

　

〇
二
年
）、
柴
桂
子
「
旅
日
記
か
ら
見
た
近
世
女
性
の
一
考
察
」（
『
展
望
日
本
歴

　

史
一
五　

近
世
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
山
本
志
乃
「
旅
日
記
に

　

み
る
近
世
末
期
の
女
性
の
旅―

「
旅
の
大
衆
化
」
へ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
一
考

　

察
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
五
、
二
〇
一
〇
年
）。
な
お
、

　

女
手
形
は
江
戸
時
代
の
関
所
手
形
の
一
つ
で
、
女
性
が
関
所
を
通
る
際
に
、
必
ず

　

提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
関
所
改
が
大
幅
に

　

緩
和
さ
れ
た
際
、
女
手
形
も
発
行
・
書
式
と
も
に
簡
略
と
な
り
、
慶
應
三
年
（
一

　

八
六
七
）
八
月
以
降
は
不
要
と
な
っ
た
（『
日
本
交
通
史
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、

　

二
〇
〇
三
年
）
。

⑷
岩
鼻
通
明
『
旅
日
記
に
み
る
女
人
禁
制
の
民
俗
文
化
的
研
究
』
科
学
研
究
費
補
助

　

金
（
一
般
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
山
形
大
学
、
一
九
九
三
年

⑸『
日
吉
津
村
史　

下
巻
』
日
吉
津
村
編
、
一
九
八
六
年
、
所
収
、「
多
比
能
実
知

　

久
佐
」
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
二
十
八
日
出
発
、
七
月
八
日
帰
郷
の
旅
、

　

筆
者
の
西
村
美
須
女
は
日
吉
津
村
石
原
家
よ
り
島
根
県
伯
太
町
西
村
家
へ
嫁
い

　

だ
。

⑹『
西
遊
草
』
清
河
八
郎
著
、
小
山
松
勝
一
郎
校
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
母
を
同
伴
し
て
伊
勢
参
り
に
出
か
け
た
記
録
。
金
森

　

敦
子
『
き
よ
の
さ
ん
と
歩
く
江
戸
六
百
里
』
バ
ジ
リ
コ
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
、

　
「
道
中
日
記
」
三
井
清
野
は
鶴
岡
の
豪
商
の
妻
で
、
日
光
・
江
戸
・
伊
勢
・
京

　

都
・
大
坂
と
一
〇
八
日
間
の
旅
を
し
た
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月
二
十

　

三
日
に
鶴
岡
を
出
発
、
七
月
十
一
日
に
帰
郷
。『
本
荘
市
史　

史
料
編
Ⅳ
』
本
荘

　

市
編
、
一
九
八
八
年
、
所
収
、
今
野
於
以
登
「
参
宮
道
中
所
用
記
」
文
久
二
年

　
（
一
八
六
二
）
八
月
。
黒
沢
と
き
「
上
京
日
記
」
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
二
月

　

に
常
陸
国
を
出
発
、
三
月
上
旬
に
戸
隠
参
詣
（
前
掲
注
⑶
深
井
甚
三
『
近
世
女
性

　

旅
と
街
道
交
通
』
所
収
）。

⑺
前
掲
注
⑷
か
ら
戸
隠
山
の
事
例
を
引
用
し
て
再
録
。

⑻
山
本
光
正
「
近
世
・
近
代
の
女
性
の
旅
に
つ
い
て―

納
経
帳
と
絵
馬
を
中
心
に

　

―

」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
八
、
二
〇
〇
三
年
）

⑼
谷
釡
尋
徳
『
歩
く
江
戸
の
旅
人
た
ち
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
〇
年
。

⑽
島
津
良
子
「
女
人
禁
制
の
解
除
過
程―

境
内
地
か
ら
地
域
社
会
へ―

」（『
比
較

　

家
族
史
研
究
』
三
一
号
、
二
〇
一
七
年
）

⑾
岩
鼻
通
明
「
富
士
山
と
羽
黒
山
の
女
人
禁
制
の
解
禁
」（『
西
郊
民
俗
』
一
四
七

　

号
、
一
九
九
四
年
）

⑿
岩
鼻
通
明
『
絵
図
と
映
像
に
み
る
山
岳
信
仰
』
海
青
社
、
二
〇
一
九
年
。

⒀
岩
鼻
通
明
『
出
羽
三
山　

山
岳
信
仰
の
歴
史
を
歩
く
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
七

　

年
。

⒁
岩
鼻
通
明
「
山
岳
信
仰
と
女
人
禁
制
」（『
山
形
民
俗
』
一
八
号
、
二
〇
〇
四

　

年
）

⒂
新
田
次
郎
『
剱
岳
・
点
の
記
』
文
藝
春
秋
、
一
九
七
七
年
。

⒃
脱
稿
後
に
、
牛
山
佳
幸
「
い
わ
ゆ
る
「
女
人
高
野
」
の
起
源
と
諸
類
型
」（『
山

　

岳
修
験
』
六
七
号
、
二
〇
二
一
年
）、
お
よ
び
鈴
木
正
崇
『
女
人
禁
制
の
人
類

　

学
』
法
蔵
館
、
二
〇
二
一
年
、
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
た
い
。


	論文 岩鼻通明「女性の旅日記にみる女人禁制―「多比能実知久佐」を中心として―」

